
 

 
高強度レーザー対向照射によるプラズマ加熱実験の現状 
Present status of counter illuminating ultra-intense laser  

plasma heating experiments 
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高強度レーザーを対向照射すると、対向高速

電子流が駆動するワイベル不安定性によるメ

ガガウス級磁場の形成[1]、及び対向衝撃波の対

向衝突[2]が予想される。これは、従来の片側照

射で想定される粒子衝突過程とは異なる物理

過程、すなわち電磁場加熱及び流体加熱等によ

るプラズマ加熱の効率化が期待できる。更に，

高強度レーザーの対向照射は、新規炉心デザイ

ンの提案 、及び イオン音波崩壊によるイオン

加熱と核融合への応用が提唱されるなど活性

化しつつある[3]。一方、対向照射実験はジュ

ール級レーザーまでであり、炉心設計に繋がる

キロジュール級レーザーの実験は提案に留ま

っていた。今回、キロジュール級超高強度レー

ザーLFEXに、プラズマミラー方式による対向

照射配位を導入し、実験に供した[4]。図1に実

験セットアップを示す。 
 

 
 
図 1: プラズマミラーを用いた LFEX 対向照射シ

ステム 
 

対向照射レーザーの性能は、標的に厚み 10μm

の銅ドープ重水素化ポリスチレン薄膜[5]を採

用し、レーザー照射により発生する X線発光空

間分布、高速電子(図 2(a))、高速イオン、及び

中性子スペクトル(図 2(b))から同定した。結果、

プラズマミラーの反射率は設計値の 50%であり、

標的上のレーザーエネルギーは、片側ビーム当

たり 190 J、照射強度は 5x1018 W/cm2であった。 

図 2：(a)高速電子スペクトル (b)中性子スペクトル 

 

講演では、現状の実験状況について報告する。 
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